








合理的配慮の提供や心がけたいことの例
ごう　　り　　てき　 はい　　りょ　　　　　てい　きょう　　  　こころ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   れい

肢体不自由の
人には

  し   たい   ふ    じ    ゆう

 ひと
肢体不自由の
人には

肢体不自由の
人には

肢体不自由の
人には

  し   たい   ふ    じ    ゆう

 ひと

  し   たい   ふ    じ    ゆう

 ひと

  し   たい   ふ    じ    ゆう

 ひと

聴覚障がいの
ある人には

ちょうかくしょう

　　　　  ひと
聴覚障がいの
ある人には
聴覚障がいの
ある人には
聴覚障がいの
ある人には

ちょうかくしょう

　　　　  ひと

ちょうかくしょう

　　　　  ひと

ちょうかくしょう

　　　　  ひと

言語障がいの
ある人には

げん    ご しょう

　　　　    ひと
言語障がいの
ある人には
言語障がいの
ある人には
言語障がいの
ある人には

げん    ご しょう

　　　　    ひと

げん    ご しょう

　　　　    ひと

げん    ご しょう

　　　　    ひと

  ひつだん  おこな　　　　　　　　　　　 よう し　　ひっき  ぐ　 　ようい　    　　   　  も  じ       か　 　　 ないよう    かくにん

 　　　　　 　　　 こえ　 はっ　                 　まどぐち 　      き                             つた                                                        よ　　 りん          

       せっ ち

　筆談が行えるようにメモ用紙や筆記具を用意したり、文字で書いて内容を確認し
ましょう。声を発しなくても窓口に来たことを伝えられるように、呼び鈴やブザー
を設置しましょう。

知的障がいの
ある人には

  ち   てき しょう

　　　　    ひと
知的障がいの
ある人には
知的障がいの
ある人には
知的障がいの
ある人には

  ち   てき しょう

　　　　    ひと

  ち   てき しょう

　　　　    ひと

  ち   てき しょう

　　　　    ひと

  やさ　　　 たい  ど　　　                      こえ か     　　　　　　　　 　　　　　　こと  ば　    ぐ たいてき　ひょうげん　  えら  　　   

せっ                                     こと  ば　いがい　　　　 え　　しゃ しん 　  み  ぶ　　　　　　　  こう  か てき　　 　　　 かん  じ
　優しい態度でゆっくりと声掛けし、わかりやすい言葉や具体的な表現を選んで
接しましょう。言葉以外でも絵や写真、身振りなども効果的です。漢字にはフリ
ガナをふりましょう。

発達障がいの
ある人には

はっ  たつ しょう

　　　　    ひと
発達障がいの
ある人には
発達障がいの
ある人には
発達障がいの
ある人には

はっ  たつ しょう

　　　　    ひと

はっ  たつ しょう

　　　　    ひと

はっ  たつ しょう

　　　　    ひと

　たしゃ　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　   あい て　    ばしょ　　 あ　　　　　　 ふ　　  ま　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　       にが て　　　 　　 かんかく    ひじょう　 びんかん　　　 おと　ひかり　ひと  ご　　　　にがて　　ひと

　　  　　       こま　　　　　　　よう す　 　　　　　　　   しず　　　 くちょう    たず　　　　  　　　　　　　   え      しゃしん　   み

 ぶ　                   まじ　　　ほう

　他者とのコミュニケーション、相手や場所に合わせて振る舞うこと、じっとし
ておくことなどが苦手です。感覚が非常に敏感で、音や光、人混みが苦手な人も
います。困っている様子があれば、静かな口調で尋ねてください。絵や写真、身
振りなどを交えた方がわかりやすいこともあります。

精神障がいの
ある人には

せい しん しょう

　　　　    ひと
精神障がいの
ある人には
精神障がいの
ある人には
精神障がいの
ある人には

せい しん しょう

　　　　    ひと

せい しん しょう

　　　　    ひと

せい しん しょう

　　　　    ひと

  てきせつ　　ちりょう   ふくやく　 しゅうい　 ささ　　　　　　　　　　　ちいき　　なか　 あんてい　　　 せいかつ　  おく　  

　　　　　　　　         　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  くちょう　　　　　　　　　　　　 こえ  か
　適切な治療や服薬、周囲の支えによって、地域の中で安定した生活を送ること
ができます。ゆっくりおだやかな口調であいさつや声掛けをしてください。

内部障がい・
難病などが
ある人には

 ない   ぶ  しょう

　 なんびょう

　　　　　 ひと

内部障がい・
難病などが
ある人には

内部障がい・
難病などが
ある人には

内部障がい・
難病などが
ある人には

 ない   ぶ  しょう

　 なんびょう

　　　　　 ひと

 ない   ぶ  しょう

　 なんびょう

　　　　　 ひと

 ない   ぶ  しょう

　 なんびょう

　　　　　 ひと

　がいけん　　　　　　　　　　　　　　　 びょうき　 しょう　　　　　　　　　              りかい　　 　  こま　　　 　　　　よう す　　

　　　  　　　 しず　  　   くちょう じょうたい    たず
　外見からはわかりにくい病気や障がいもあることを理解し、困っている様子で
あれば、静かな口調で状態を尋ねてください。

視覚障がいの
ある人には

  し   かくしょう

　　　　　 ひと
視覚障がいの
ある人には
視覚障がいの
ある人には
視覚障がいの
ある人には

  し   かくしょう

　　　　　 ひと

  し   かくしょう

　　　　　 ひと

  し   かくしょう

　　　　　 ひと

　  かい ぎ　　　       しりょう   きょうざい   てん じ　 　かくだい も じ　  おんせいけいしき    

よう い                     しょうひん   ないよう      ねだん        よ 　   　　つた                         はい

りょ   　　　　　　　　　　　 てん じ 　　　　　　　　  ひと　　じてんしゃ

　会議などの資料や教材を点字や拡大文字、音声形式で
用意したり、商品の内容や値段を読んで伝えるなどの配
慮をしましょう。点字ブロックを人や自転車などでふさ
がないようにしましょう。

　  だんさ　　かいだん  かん い じゅんび くるま

 ある　 とき       ささ　 かいへい　　 て つだ

しょるい   　きにゅう     とき　   じ ひつ  ひと

だいひつ     みと  　

　段差や階段には、簡易なスロープを準備したり、車いす
をかかえる、歩く時に支える、ドアを開閉するなどの手伝
いをしましょう。書類の記入の時、自筆ができない人には
代筆を認めるなどしましょう。

　　やくしょ　びょういん　ぎんこう　 　　　 まどぐち　  よ　　 だ　　     　    　 　  め       み　　　　

 　　　 ほうほう                                　  こうきょうこうつうきかんなど    　　 あんない　　      おんせい 

どう じ 　  ひょう じ　    ひつよう　　 　　   とい あわ             もうし こ

　　 　　　　　　　   う   　　つ

　役所や病院・銀行などの窓口で呼び出すときは、目で見てわ
かる方法をとりましょう。公共交通機関等での案内は、音声と
同時に表示が必要です。問合せや申込みはファックスやメー
ルなどでも受け付けましょう。
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